
  事故データに基づく 
   客観的な選定 

＜選定方法＞ 
 

○事故件数を用いた抽出 
  ・死傷事故件数 
  ・死亡や重大事故件数 
  ・事故類型別事故件数 
            ・・・等 
 

○事故率を用いた抽出 
  ・死傷事故率 
  ・死亡や重大事故率 
  ・事故類型別事故率 
            ・・・等 

地元からの意見等に 
基づく選定 

＜選定方法＞ 
 

 （アンケート調査等実施） 
 
○ヒヤリハット指摘区間 
 

○県警との合同点検箇所 
 

○通学利用ある歩道未整備 
区間やバリフリ特定経路 

 
             ・・・等 

事故危険区間を選定 

各
県
道
路
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通
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議 

意見 

意見 

 第４段階   各県毎に事故ゼロプランを着実に推進 

● 事故危険区間は、中部地方整備局管内４県の国管理の 
   国道で１，５７２区間（１４区間）※  を選定  

中部ブロックにおける事故ゼロプラン作成の流れ 

 第1段階   各県毎に交通事故特性（課題・問題点）の把握 
            ＜ 対象 ： 管内４県の国管理の国道 約１２，８００区間 ＞ 

 第２段階   各県毎に事故危険区間を選定 
        ＜ 選定 ： 管内４県の国管理の国道  １，５７２区間 （14区間）※  ＞ 

岐阜県 ２，６７３区間   静岡県 ３，３９９区間 
愛知県 ４，３２６区間   三重県 ２，３８８区間 

●愛知県は、従来の”事後対策”のみならず“予防対策”を 
  考慮した区間数を示す。 

岐阜県   ２２３区間（9区間）※   静岡県   ２３０区間（1区間）※ 

愛知県   ９１８区間（3区間）※    三重県   ２０１区間（1区間）※ 

岐阜県    ５０区間   静岡県    ７５区間（1区間）※ 

愛知県    ５０区間   三重県    ５１区間（1区間）※ 

 第３段階   各県毎に 事故ゼロプランの概要 を公表 

        ＜ 公表 ： 管内４県の国管理の国道  ２２６区間（2区間）※  ＞ 

※（ ）書きは、H23に新たな交通安全上の課題のある区間を追加 



● 公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の向上を図るため、国土交通省は「政策目標評価型事業評
価の導入についての基本方針（案）」を公表。

● バイパス・拡幅事業等に計画段階評価を導入するとともに、交通安全事業等の局所的な事業に対し、データ
等に基づく「成果を上げるマネジメント」の取組みを導入。

政策目標評価型事業評価の導入に係る道路事業における取組みについて（平成２２年８月国土交通省記者発表資料）より作成

【【政策目標評価型事業評価政策目標評価型事業評価】】

成果を上げるマネジメント成果を上げるマネジメント（交通安全分野）の導入（交通安全分野）の導入 参 考



■全国、中部４県の死傷事故率 降順グラフ

事故の発生していない区間：５０％

事故の発生していない区間：４４％

：死傷事故率100件/億台km以上

：死傷事故率100件/億台km未満

：死傷事故率100件/億台km以上

：死傷事故率100件/億台km未満

死
傷
事
故
率

（
件
/
億

台
km

）

全体：約 ７１万区間

全体：約 ８万区間

※全国の国道・都道府県道・一部市道含む 約18万kmにおける4年間（Ｈ15～18）の年平均事故データから作成

※中部（4県）の国道・県道・一部市道含む 約2万kmにおける4年間（Ｈ17～20）の年平均事故データから作成

全国（国道・都道府県道）死傷事故率

※死傷事故率 ＝
１０ ×平均死傷事故件数（件/年）

交通量（台/年）×区間延長（km）

８

１台の自動車が１億km走る間に起こりうる死傷事故件数

（件/億台km）

死傷事故の７１％が
全体の２２％の区間に集中

死傷事故の７０％が
全体の２５％の区間に集中

死
傷
事
故
率

（
件
/
億

台
km

）

中部４県（国道・県道）死傷事故率

中部ブロックにおける死傷事故の状況中部ブロックにおける死傷事故の状況

●全国の国道・都道府県道を約７１万区間に分割し、死傷事故率を高い順に並べると、死傷事故の７１％が
全体の２２％の区間に集中。

●中部４県の国・県道においても、死傷事故の７０％が全体の２５％の区間に発生しており、特定箇所に集中。
●交通事故は特定の箇所に集中して発生しており、データに基づく対策箇所の選定が重要。



成果を上げるマネジメント成果を上げるマネジメント（交通安全分野）（交通安全分野）の流れの流れ

● 限られた予算の中、交通事故対策への投資効率を最大限高めるため、データや地域の声等に基づいた、
「成果を上げるマネジメント」を導入。

● 関係機関（地方公共団体等）からなる会議で意見を伺いながら取組みを推進。

事故の危険性が高い特定の区間を明確化
（事故データ 、地域の声等）

※事故危険区間リストを公表

事故原因に即した効果の高い対策を立案・公表

＜緊急性＞事故データ、地域の声

＜妥当性＞他事業の実施状況、フィージビリティ（用地等）

対策着手

完了後の効果を評価

意見

図 「成果を上げるマネジメント」の流れ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
で
改
善

政策目標評価型事業評価の導入に係る道路事業における取組みについて

（平成２２年８月国土交通省記者発表資料）より作成

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
県
単
位
で
の
取
り
組
み

第三者委員会
（各県道路交通環境安全推進連絡会議）
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